
橋梁一般図 S=1:100

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局美馬庁舎

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

橋梁修繕工事（５）

一般国道４３８号

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）

橋梁一般図

1 / 10S=1:100

▽

As

▽

0.15%
▽ 20.258

▽ 20.283 ▽ 20.232

▽ HWL 10.558m

側　面　図
S=1:100

落橋防止装置
ひびわれ補修

落橋防止装置
ひびわれ補修

A1橋台竪壁前面
コンクリート剥離補修

高欄・防護柵：塗替え塗装Rc-III
　　　　　　　ビーム材交換
              支柱断面補修

　　　　　　　B・N交換

地覆：ひびわれ補修
　　　コンクリート剥離補修

A1橋台基礎
埋め戻しコンクリート再充填

至　見ノ越 至　貞光

M F

FF

C
L

C
L

・B・N取付
・地覆：ひび割れ補修

　　　 コンクリート剥離補修

・橋面防水工

・舗装工

・床版：ひび割れ補修
　　　 鉄筋露出補修

・地覆：ひび割れ補修
　　　 コンクリート剥離補修

　　　 　ビーム材交換
　　　　 断面修復　　　　　

縦桁07：あて板補修

　　　縦桁部支承 ナット交換

　　　　 ビーム材交換　　　　

沓座：断面修復

1.5% 1.5%

断　面　図 S=1:30

現　況　橋　梁　諸　元

型　式

橋長

桁長

支間

斜角

平面線形

縦断勾配

設計自動車荷重 二等橋(T-14)

上路式2ヒンジアーチ鋼桁橋

33.690m(アーチ支間29.980m)

33.890m

33.950m

1.5%凸型勾配

R=∞(直線)

0.15%勾配

θ=90゜00'00"

4.400m幅員

横断勾配

車道橋

現　況　橋　梁　補　修　履　歴　等

設計当時の示方書(推定)

補修履歴等(主構造関連) 昭和55年3月　荷重制限18t

昭和60年1月　床版打替工,橋面工,

　　　　　　　一部主桁主桁取替施工

鋼道路橋設計示方書案　昭和14年2月

昭和26年3月橋梁本体施工年次

※当初適用示方書は,施工年次からの推定である。

規　格

昭和55年にTL-18まで補強

落　橋　防　止　シ　ス　テ　ム

RCブラケット＋RC壁
変位制限構造

橋軸方向

直角方向 RCブラケット＋RC壁

段差防止構造 鉛直方向 RCブラケット＋RC壁

As

E:クワダイラ1
T:クワダイラセン1 標

看板

水槽

照明

As

Co吹付工

橋

中
心

線

道

歩

橋
中
心

線

道

・橋面防水

・舗装工

　　　　　　　ビーム材交換

　　　B・N取付

アーチリブ横桁(支材)： 
あて板補修

支承：塗替え塗装 Rc-I

A2橋台：断面補修

貞光川

NO.1

NO.1+13.975 NO.2NO.0+10.000 NO.1+10.000

T-1

T-2

NO.0

空家

空家

車庫

99.90

99.93

支　間

桁　長

橋　長

一般国道438号

車

平　面　図
S=1:100

至　見ノ越
至　貞光

実施設計図面

4
9
1
5

100 支　間　33690 100

30桁　長　3389030

橋　長　33950  橋面防水工、舗装工
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施工延長　L=34.0m 

施工延長　L=34.0m 



床版補修計画図（１）

平　面　図 S=1:50

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

床版補修計画図(1)

2 / 10図示

集計表（ひび割れ）

クラック幅(mm) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 合計

0.10 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 7.20

0.15 0.45 0.45 0.45 1.35

0.20 0.25 0.25

0.10 0.45 0.20 0.45 0.30 1.40

0.15 0.20 0.45 0.65

0.20 0.45 0.45

0.10 0.20 0.20 0.20 0.45 0.20 0.20 0.20 0.20 0.30 0.20 0.25 0.20 2.80

0.15 0.50 0.45 0.95

0.20 0.30 0.20 0.20 0.70

0.30 0.45 0.45

0.10 0.20 0.20 0.20 0.30 0.20 0.20 0.30 0.20 0.30 0.20 0.20 0.45 0.45 0.20 0.20 0.30 0.20 0.45 0.20 0.20 0.40 5.55

0.15 0.30 1.20 0.45 1.95

0.20 0.20 0.40 0.60

0.30 0.45 0.45

0.10 0.20 0.30 0.30 0.40 0.20 0.20 0.10 0.35 0.20 0.20 0.20 0.20 0.15 0.12 0.30 3.42

0.15 0.20 0.40 1.20 1.80

0.10 0.30 0.30 0.20 0.30 0.45 0.20 0.20 0.20 0.20 0.45 0.25 0.45 0.20 0.45 0.20 0.20 4.55

0.15 0.45 0.45

0.10 0.20 0.20

0.15 0.20 0.45 0.45 1.10

0.10 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.25 0.80 8.05

0.15 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 2.50

0.20 0.40 0.40

クラック幅(mm)

0.10

0.15

0.20

0.30

合計

0.0140

0.0041

0.90 0.0023

0.0502

0.0001

0.0028

3

157

注入器(個)

111

36

8

シール材(m3)

0.0020

0.0006

0.0001

注入剤(m3)

0.0299

床

版

L(m)

33.17

10.75

2.40

47.22

1

2

床

版

3

4

5

6

7

8

A1 A2

 至 見ノ越  至 貞 光 

起点側 終点側

0.1mm
0.1mm

0.1mm
0.15mm

0.3mm

100×30

0.15mm

0.15mm

30×30

0.15mm
0.25mm

0.15mm

0.15mm

50×30

130×30

100×30
0.15mm0.1mm

断面修復工法 1

断面修復工法 6

断面修復工法 5断面修復工法 4

断面修復工法 2 断面修復工法 7

※旗揚げのないものは、ひび割れ補修工を示す。 

断面修復工法 3

損傷の種類

鉄筋露出

剥　離

ひびわれ

表 示 損傷の種類 表 示

その他

漏 水

遊離石灰

100×50

0.1mm

エポキシ樹脂系注入材

ひび割れ補修工要領図

エポキシ樹脂系シール材

自動低圧注入器具

ひび割れ部清掃

注入器具設置

ひびわれ面シール

注入材注入

注入器具撤去

シール材撤去

施工手順

設置間隔 W≒30cm程度

ひびわれ

（低圧注入工法）

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）

4
9
30

桁長  33890



床版補修計画図（２）

断面補修要領図 S=1:5

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

床版補修計画図(2)

3 / 10図示

断面修復工 1

平 面 図

1 - 1 断 面

鉄筋露出 剥離範囲(50×30)

ポリマーセメント

縦桁05

カッター工(H=10mm程度)

L=0.46m

6
0

鉄筋

カッター工
(H=10mm程度)

床版下面

1

1

ポリマーセメント

A=0.007m2

断面修復工 3

平 面 図

鉄筋露出 剥離範囲(100×30)

ポリマーセメント

縦桁07

カッター工(H=10mm程度)

L=0.56m

3

3

縦桁05

3 - 3 断 面

鉄筋

6
0

カッター工
(H=10mm程度)

床版下面

ポリマーセメント

A=0.005m2

縦桁07

断面修復工 5

平 面 図

鉄筋露出

剥離範囲(130×30)

ポリマーセメント

縦桁07

カッター工(H=10mm程度)
L=0.72m

5

5

5 - 5 断 面

鉄筋

6
0

カッター工

(H=10mm程度)

床版下面

ポリマーセメント

A=0.018m2

縦桁06

30
m
m以

上

断面修復工 6

平 面 図

鉄筋露出

剥離範囲(130×30)

ポリマーセメント

縦桁04

カッター工(H=10mm程度)
L=0.72m

6

6

6 - 6 断 面

鉄筋

6
0

カッター工

(H=10mm程度)

床版下面

ポリマーセメント

A=0.015m2

縦桁03

断面修復工 2

平 面 図

鉄筋露出

剥離範囲(30×30)

ポリマーセメント

縦桁04

カッター工(H=10mm程度)
L=0.52m

2

2

2 - 2 断 面

鉄筋

6
0

カッター工

(H=10mm程度)

床版下面

ポリマーセメント

A=0.009m2

縦桁03

3
0m
m
以
上

30
m
m以

上

注1、純かぶり30mmを確保すること。

注2、鉄筋が露出し裏面の防錆処理が可能な位置まではつること。

3
0m
m
以
上

30
m
m以

上

断面修復工 4

平 面 図

4 - 4 断 面

鉄筋露出 剥離範囲(100×50)

ポリマーセメント

縦桁04

カッター工(H=10mm程度)
L=0.46m

6
0

鉄筋

カッター工
(H=10mm程度)

床版下面
4

4
ポリマーセメント

A=0.007m2

縦桁05
30
mm
以
上

縦桁04

注3、平面図は橋面からの透過図を示す。

縦桁04

縦桁03 縦桁04

縦桁05

縦桁04

縦桁06 縦桁07

縦桁03 縦桁04

※3)はつり面

断面修復

既設鉄筋

・ケレン

断面修復工法要領図

・下地処理：不陸調整

・ポリマーセメントモルタル

作　業　開　始

調　　　　　査

コンクリートはつり

鉄 筋 ケ レ ン

防 錆 材 塗 布

プライマー塗布

断　面　修　復

作　業　終　了

・フェザーエッジを生じさせないこと 

プライマー塗布

カ ッ タ ー 工

・表面コテ仕上げ

・防錆材塗布

（左官工法）

カッター工、深さ10mm程度

※１）はつり深さは、60mm程度を想定。

※３）コンクリートはつりの際は、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

※２）コンクリートはつりは、鉄筋の裏側が露出するまではつること。

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）
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範
囲



橋面防水工詳細図

補修断面図 S=1:30

防水工端部詳細図 S=1:5

平 面 図 S=1:100

水抜き孔設置図

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

橋面防水工詳細図

4 / 10図示

舗 装 構 成 図 S=1:10

排水桝詳細図 S=1:5配管接続図 S=1:5 固定バンド詳細図 S=1:5

貞
光
川

C L

至　剣山 至　美馬市

スパイラルドレーン(φ18mm)

凡 例

アスファルト舗装

スパイラルドレーン(φ18mm)

A1 A2

※水抜き孔位置は、下部工に干渉しない事を確認する。

VP管(φ30mm）

水抜き孔(φ60mm)
"a"部

VP管(φ30mm）

水抜き孔(φ60mm)

集水桝

断面図

コンクリート床版

スパイラルドレーン(φ18mm)

S=1:5

樹脂モルタル充填

VP管(φ30mm)

削孔(φ60mm) 

表層：密粒土As13、t=30mm

基層：密粒土As20、t=30～63mm

防水層

コンクリート床版

表層～基層間：タックコート

基層～防水層間：タックコートなし

※基層と防水層上面の間にはタックコートを用いないこと。

床版防水工詳細図 S=1:5

プライマー

貼付用アスファルト

防水シート

アスファルト舗装

コンクリート

1.5%

アスファルト舗装、t=60～93mm スパイラルドレーン(φ18mm)

防水層

排水勾配
1.5%

排水勾配

表層：密粒土As13、t=30mm

基層：密粒土As20、t=30～63mm

桁端部

固定金具

(32A用)

固定金具

(32A用)

排水管(SGP32A)
L=3.8m

排水管(SGP32A)
L=1.1m

スパイラルドレーン(φ18mm)

中央部

※水抜き孔位置は、下部工に干渉しない事を確認する。 

固定バンド

(SS400)

排水管(SGP32A)
L=1.4m

耐候性ホース(編上式φ50)

L=0.2m

耐候性ホース(編上式φ50)

L=0.2m

防水層

スパイラルドレーン(φ18mm)

成型目地材(5mm厚)

端部目地処理

コンクリート床版

As舗装

"a"部詳細図 S=1:10

スパイラルドレーン(φ18mm)

橋面

※
1
(
23
0
)

地覆

※2、排水孔削孔位置は鉄筋探査により床版の鉄筋を切断しない位置とすること。

 削孔(φ60mm) 

 VP管(φ30mm)

VP管据付の後、

樹脂モルタルに

て隙間を充填す

ること。

※1、(　)内は下流側地覆寸法

アスファルト舗装、t=60～93mm

スパイラルドレーン(φ18mm)

コンクリート床版 防水層

コンクリート床版

VP管(φ30mm)

鋼管(SGP)32A

固定バンド

フレキシブル管

(32A用)

(SS400)

鋼管(SGP)32A

固定バンド

(SS400)

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）

補修工　33890(アスファルト舗装)

補
修

工
 
4
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有
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幅
員
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桁長　33890 3030

橋長  33950

撤去工　33890(アスファルト舗装・調整コンクリート)

補修工　33890(床版防水層)

5650 5495 52502@5800=11600 5595
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アーチリブ横桁(支材)補修計画図

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

アーチリブ横桁(支材)補修計画図

5 / 10図示

S=1:50

Ｌ型鋼の健全面まで

切断し面取りを行うこと。

既設

L型鋼-75x75x9

取付材L200×200×15-320

(SS400)
6

アーチリブ横桁(支材)修復図 S=1:2

( 端部定着部 )

あて板

FB-175x9-2810

(SS400)

既設

L型鋼-75x75x9

あて板

FB-175x9-2810

(SS400)

L200×200×15-L320

(SS400)

３　－　３ ４　－　４

アンカーボルト・ナット(M20×L230)

6

6

6
6

溶接の有効長175mm以上とする

落橋防止装置

コンクリート

Φ
2
3

ケミカルアンカー(M20用)

※アンカーボルト位置は鉄筋探査により決定すること。

6 6

6

4

4

3

3

55

Ｌ型鋼の健全面まで

切断し面取りを行うこと。

既設

L型鋼-75x75x9

あて板

FB-175x9-2810

(SS400)

6

アーチリブ横桁(支材)修復図 S=1:2

( 下　面　側 )

水抜き孔φ10

(@500)

面取り(C1程度)

水抜き孔φ10

6

※位置は下面水抜き孔に合わせること。

※リベット位置から40mm以上離すこと。

水抜き孔φ10

あて板

FB-175x9-2810

(@500)

あて板水抜き孔詳細図 S=1:5

水抜き孔φ10

(@500)

支
間

中
央

方
向

あて板 FB-150×9-2810

1 - 1 断 面 S=1:30

取付材L200×200×15-320

1

1

あて板

FB-150x9-2810

(SS400) 取付材L200×200×15-320

(SS400)

アンカーボルト

2 - 2 断 面 S=1:20

1

1

落橋防止装置

コンクリート

6

6

6

５　－　５

支
間

中
央

方
向

取付材L200×200×15-320

(SS400)

あて板

FB-175x9-2810

(SS400)

Φ
2
3

Φ
2
3

Φ
2
3

アンカーボルト・ナット(M20×L230)

※アンカーボルト位置は鉄筋探査により決定すること。

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）
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20 180

200

削
孔
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削孔長　L=200

175

15

9

水抜き孔間隔　@500

8
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9
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1
7
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2810(FB-175x9)
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1
6
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9
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0
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0
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削孔長　L=200

削
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削
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地覆・防護柵補修計画図

防護柵（下流側） 損傷位置図 S=1:50

ビーム材修復図 S=1:20

支柱断面修復図 S=1:20

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

地覆・防護柵補修計画図

6 / 10図示

断面修復工詳細図

（左官工法）

防護柵（上流側）

損傷位置図 S=1:50

(外側面)

(内側面)

A2A2

支柱01 支柱02 支柱03 支柱04 支柱05 支柱06 支柱07 支柱08 支柱09 支柱10 支柱11 支柱12 支柱13

A1

W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm W=0.15mm

(注1)地覆部のひびわれはひびられ補修工要領図に従い

　　 低圧注入工法により補修する。

W=0.15mm

(W=0.15)

L=0.61m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.73m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.79m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.31m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.71m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.25m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.31m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.79m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.79m

ひびわれ延長

支柱09

(W=0.15)

L=0.48m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.31m

ひびわれ延長

(W=0.15)

L=0.66m

ひびわれ延長

W=0.15mmW=0.15mm
(W=0.15)

L=0.15m

ひびわれ延長 W=0.15mm

(W=0.15)

L=0.20m

ひびわれ延長

φ50(t=2.3mm)、L=2.30m

支柱：起点から8本面 支柱：起点から9本面

地覆

支柱09

上流側方向 下流側方向

支柱10

下流側方向 上流側方向

断面修復（左官工）

チッピング

A=0.15×0.09+0.08×0.14　=　0.025　m2

無収縮モルタル

V=0.025×0.01　=　0.003　m3

断面修復（左官工）

チッピング

A=0.07×0.23　=　0.016　m2

無収縮モルタル

V=0.016×0.04　=　0.006　m3

支柱08

下流側方向 上流側方向

断面修復（左官工）

チッピング

A=0.10×0.14　=　0.014　m2

無収縮モルタル

V=0.014×0.02　=　0.003　m3

支柱07

下流側方向 上流側方向

断面修復（左官工）

チッピング

A=1/2×(0.05+0.18)×0.10+

無収縮モルタル

V=0.024×0.01　=　0.002　m3

        0.08×0.16　=　0.024　m2

支柱06

上流側方向 下流側方向

断面修復（左官工）

チッピング

A=0.15×0.23　=　0.035　m2

無収縮モルタル

V=1/2×0.035×0.05　=　0.009　m3

支柱03

下流側方向 上流側方向

断面修復（左官工）

チッピング

A=1/2×(0.05+0.18)×0.10+

無収縮モルタル

V=0.024×0.01　=　0.002　m3

        0.08×0.16　=　0.024　m2

支柱の断面修復は、コンクリート剥離の取除き、欠損面の下地処理(チッピング)を行い、無収縮モルタルの充填を行う。

※3)はつり面

断面修復

既設鉄筋

・ケレン

※1)はつり

・下地処理：不陸調整

・ポリマーセメントモルタル

作　業　開　始

調　　　　　査

コンクリートはつり

鉄 筋 ケ レ ン

防 錆 材 塗 布

プライマー塗布

断　面　修　復

作　業　終　了

・フェザーエッジを生じさせ

プライマー塗布

カ ッ タ ー 工

補
修
範
囲

・表面コテ仕上げ

・防錆材塗布

カッター工、深さ10mm程度

※１）はつり深さは、40mm程度を想定。

※３）コンクリートはつりの際は、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

※２）コンクリートはつりは、鉄筋の裏側が露出するまではつること。

  ないこと 

A2

支柱01

A1

支柱02 支柱03 支柱04 支柱05 支柱06 支柱07 支柱08 支柱09 支柱10 支柱11 支柱12 支柱13 支柱14 支柱15 支柱16 支柱17 支柱18

W=0.2mm

ひびわれ延長

L=0.48m

W=0.1mm

ひびわれ延長

L=1.09m

W=0.1mm

ひびわれ延長

L=1.09m

W=0.1mm

ひびわれ延長

L=0.48m

W=0.1mm

ひびわれ延長

L=1.09m

W=0.1mm

ひびわれ延長

L=0.30m

鉄筋露出

150×50

笠 木 部

M12×25

ビーム材取付部

M12×25

笠 木 部

M12×25

エポキシ樹脂系注入材

ひび割れ補修工要領図

エポキシ樹脂系シール材

自動低圧注入器具

ひび割れ部清掃

注入器具設置

ひびわれ面シール

注入材注入

注入器具撤去

シール材撤去

施工手順

設置間隔 W≒30cm程度

ひびわれ

（低圧注入工法）

支柱16付近

(H=10mm程度)

A=0.008m2

※鉄筋が露出し裏面の防錆処理が可能な位置まではつること。

L=0.66m

平 面 図
1 - 1 断 面

1

1

※かぶり30mm以上を確保すること。

ひび割れ延長

ひび割れ補修集計表

クラック幅(mm) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 合計

0.10 0.30 1.09 0.48 1.09 1.09 4.05

0.20 0.48 0.48

クラック幅(mm) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 合計

0.15 0.15 0.61 0.73 0.79 0.31 0.71 0.20 0.25 0.31 0.79 0.79 0.48 0.31 0.66 7.09

地

覆

上

流

側

下

流

側

L(m)

0.10 4.05

0.20 0.48

小計 4.53

L(m)

0.15 7.09

小計 7.09

11.62合計 0.0137 0.0007 39

下

流

側

0.0092 0.0004 24

0.0092 0.0004 24

0.0045 0.00027 15

クラック幅(mm) 注入剤(m3) シール材(m3) 注入器(個)

シール材(m3) 注入器(個)

地

覆

上

流

側

0.0036 0.00024 14

0.0008 0.00003 2

クラック幅(mm) 注入剤(m3)

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）

L=0.25mL=0.20m L=0.25m
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剥離範囲(150×50)

カッター工
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下部工補修計画図

Ａ１橋台 S=1:50

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

下部工補修計画図

7 / 10図示

断面修復工詳細図

（左官工法）

断面修復図 S=1:20

基礎洗掘部平面図 S=1:50

単管足場

足場工(単管足場)

補修NO.1 

補修NO.5補修NO.4 

補修NO.3 

補修NO.2

側　面　図 正　面　図

埋め戻しコンクリート洗掘部充填工

A=0.21m2、W=0.50m

※竪壁前面の断面補修箇所は、コンクリート打ち継ぎ目に並んで

　おり、隣り合う損傷箇所を同時に施工することで下部工断面の

　安定性が失われる可能性があり、ポリマーセメントの十分な硬化

　を待ってから隣の損傷修復に取り掛かること。

はつり面

断面修復

※1)はつり

・下地処理：不陸調整

・ポリマーセメントモルタル

作　業　開　始

調　　　　　査

コンクリートはつり

プライマー塗布

断　面　修　復

作　業　終　了

・フェザーエッジを生じさせないこと 

プライマー塗布

カ ッ タ ー 工

補
修

範
囲

・表面コテ仕上げ

カッター工、深さ10mm程度

※１）はつり深さは、健全なコンクリートが露出する面までとする。

※２）はつりは作業は、下部工の断面安定を考え、1度に１箇所までとしポリマーセメントの

      硬化を確認下上で次の箇所のはつりを行うこと。

補修NO.1 

正面図 断面図

ポリマーセメント

ポリマーセメント 10mm程度

A=0.007m2

L=0.259mm

プライマー塗布

補修NO.2

正面図 2 - 2 断面

ポリマーセメント

VP50,L=200mm

(インサート用フィルター)

10mm程度

A=0.019m2
L=0.378mm

プライマー塗布

1 - 1 断面

ポリマーセメント

10mm程度

A=0.005m2
L=0.225mm

プライマー塗布
1

1

2

2

補修NO.3

正面図 断面図

ポリマーセメント

ポリマーセメント 10mm程度

A=0.006m2

L=0.259mm

プライマー塗布

補修NO.4

正面図 断面図

ポリマーセメント

VP50,L=200mm

(インサート用フィルター)

10mm程度

A=0.019m2
L=0.378mm

プライマー塗布

補修NO.5

正面図

ポリマーセメント

VP50,L=200mm

(インサート用フィルター)

10mm程度

A=0.019m2
L=0.378mm

プライマー塗布

1 - 1 断面 2 - 2 断面

ポリマーセメント

10mm程度

A=0.005m2
L=0.225mm

プライマー塗布
2

2

1

1

カッター工

A=4.7m

カッター工

A=3.2m

カッター工

A=2.2m

カッター工

A=1.7m カッター工

A=2.0m

VP50,L=200mm

フィルター

(水抜きパイプ用)

VP50,L=200mm

フィルター

(水抜きパイプ用)

VP50,L=200mm

フィルター

(水抜きパイプ用)

埋め戻しコンクリート洗掘部充填工

σck=18 N/mm2、想定深さH=0.3m

※埋め戻しコンクリートの埋め戻し工は、掘削により洗掘の

　確認が取れた場合に実施する。施工の際は、既存のコンク

　リート下面を充填するよう調整を行う。

A1

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）
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補修計画図(伸縮装置コンクリート・縦桁・支承)

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

補修計画図(伸縮装置コンクリート・縦桁・支承)

8 / 10図示

伸縮装置(コンクリート)ひびわれ補修図 S=1:30

落橋防止装置ひびわれ補修図 S=1:30

支 承 補 修 S=1:20

縦 桁 補 修 S=1:3

Ａ２側

W=0.20mm、L=0.25m

W=0.15mm、L=0.25m

W=0.15mm、L=0.20m

W=0.20mm、L=0.20m

W=0.20mm、L=0.15m

エポキシ樹脂系注入材

ひび割れ補修工要領図

エポキシ樹脂系シール材

自動低圧注入器具

ひび割れ部清掃

注入器具設置

ひびわれ面シール

注入材注入

注入器具撤去

シール材撤去

施工手順

設置間隔 W≒30cm程度

ひびわれ

（低圧注入工法）

落橋防止装置101

(A1下流側内側面)

落橋防止装置102

(A1上流側内側面)

落橋防止装置202

(A2上流側内側面)

落橋防止装置201

(A2下流側内側面)

W=0.2mm、L=0.30m

W=0.2mm、L=0.35m

W=0.2mm、L=0.25m

W=0.2mm、L=0.30m
W=0.2mm、L=0.30m

ナット交換

(支承107)

ナット交換(M25用)

ナット交換

(支承201)

ナット交換(M25用)

ナット交換

(支承106)

ナット交換(M25用)

ナット交換

(支承102)
ナット交換(M25用)

ナット交換

(支承101)

ナット交換(M25用)

ナット交換

(支承202)

ナット交換(M25用)

ナット交換

(支承207)

ナット交換(M25用)ナット交換(M25用)

(縦リブ裏面側)

橋　座

パラペット

腐食部除去範囲腐食部除去範囲

M20(F10T)

L75×75×9-310

PL-75×9×310

(SS400)

(SS400)

L75×75×9-310

(SS400)

M20(F10T)

断　面　図 側　面　図

縦桁

ひび割れ補修集計表

W(mm) L(m) 注入剤(m3) シール材(m3) 注入器(個)

落
橋
防
止
装
置

101 0.20 0.30 0.0005 0.000018 1

102 0.20 0.30 0.0005 1

201 0.20 0.25 0.0004 0.000015 1

202
0.20 0.30 0.0005 1

0.20 0.35 0.0006 0.000021 1

合計 1.50 0.0026 0.000090 5

支承

0.000018

0.000018

クラック幅(mm) L(m)

1 0.20 0.25

2 0.15 0.25

3 0.20 0.20

4 0.20 0.15

5 0.15 0.20

1.05

ひ

び

割

れ

伸

縮

装

置

A

2

側

合計

ひび割れ延長

ひび割れ補修集計表

クラック幅(mm) L(m)

0.15 0.45

0.20 0.60

合計 1.05 0.0016 0.000063 4

2

シール材(m3) 注入器(個)

ひ

び

割

れ

伸

縮

装

置

A

2

側

0.0006 0.000027 2

0.0010 0.000036

注入剤(m3)

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）
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剣橋歩道補修計画図

損傷位置図 S=1:50

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

剣橋歩道補修計画図

9 / 10図示

補修要領詳細図 S=1:20

S=1:20沓座補修要領図

断面修復工詳細図

（左官工法）

パラペット前面補修要領図 S=1:10

Ａ１橋台補修計画図

Ａ１橋台パラペット前面 S=1:30

Ａ２橋台補修計画図

Ａ２橋台パラペット前面 S=1:30 側　面　図 S=1:30

支柱01

A1

支柱02 支柱03 支柱04 支柱05 支柱06 支柱07 支柱08 支柱09 支柱10 支柱11 支柱12 支柱13 支柱14 支柱15 支柱16 支柱17 支柱18 支柱19 支柱20 支柱21 支柱22 支柱23 支柱24 支柱25 支柱26 支柱27 支柱28 支柱29 支柱30

A2

補修箇所(支柱05付近) 補修箇所(支柱10付近) 補修箇所(支柱27付近)

切断

□100×50×2.3-L100

□70×40×2.3-L100

溶接延長L=0.30m

溶接延長L=0.62m

下　側上　側

切断

□125×75×2.3-L100

□100×50×2.3-L100

溶接延長L=0.40m

溶接延長L=0.70m

PL125×75×3

支柱NO.5、NO.10支柱NO.10

下　側

支柱NO.27

切断

□100×50×2.3-L65

□70×40×2.3-L90

溶接延長L=0.30m

溶接延長L=0.62m

PL125×75×3PL125×75×3

上　側

切断

□125×75×2.3-L65

□100×50×2.3-L90

溶接延長L=0.40m

溶接延長L=0.70m

PL125×75×3

支柱NO.27

沓座102

11

1 - 1 断 面 平　面　図

Ａ１方向

橋座面
ポリマーセメントモルタル

ポリマーセメントモルタル

A=0.024m2

Ａ１方向

沓座201
2 - 2 断 面 平　面　図

橋座面
ポリマーセメントモルタル

22

ポリマーセメントモルタル

A=0.085m2

沓座202
3 - 3 断 面 平　面　図

33

Ａ１方向

ポリマーセメントモルタル

A=0.074m2

橋座面
ポリマーセメントモルタル

※断面修復を行う橋座面は下地処理(チッピング)を行なうこと。

※2)はつり面

断面修復

既設鉄筋

・ケレン

※1)はつり

・下地処理：不陸調整

・ポリマーセメントモルタル

作　業　開　始

調　　　　　査

コンクリートはつり

鉄 筋 ケ レ ン

防 錆 材 塗 布

プライマー塗布

断　面　修　復

作　業　終　了

・フェザーエッジを生じさせないこと 

プライマー塗布

カ ッ タ ー 工

補
修

範
囲

・表面コテ仕上げ

・防錆材塗布

カッター工、深さ10mm程度

※２）コンクリートはつりの際は、既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

※１）コンクリートはつりは、鉄筋の裏側が露出するまではつること。

鉄筋露出

断面修復(左官工)

鉄筋露出

断面修復(左官工)

1

1

2

2

カッター工

L=1.00m

カッター工

L=1.00m

鉄筋表面鉄筋表面

ポリマーセメント

A=0.018m2

1 - 1 断 面

既設パラペット前面

既設パラペット前面

※純かぶり70mmを確保する事。

2 - 2 断 面

ポリマーセメント

A=0.021m2

ポリマーセメントモルタル

はつり　100mm

※鉄筋を露出させること はつり(100mm)

A=0.422m2

下地処理工(チッピング)

既設鉄筋

※鉄筋を露出させること

下地処理工(チッピング)

L=1.95m、W=0.15m
L=1.95m、W=0.15m

ポリマーセメントモルタル

カッター工

L=4.16m

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）
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仮設計画図 S=1:100

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県西部総合県民局

一般国道４３８号

仮設計画図

10 / 10図示

▽

As

0.15%
▽ 20.258▽ 20.283 ▽ 20.232

▽ H.W.L. 10.558m

側　面　図 S=1:100
至　見ノ越 至　貞光

FF

※洗掘された既設の
　戻しコンクリート
　を再設置する。

=
4
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0
0

=
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=
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=
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0
m

2
.
8
0
m

足場工標準断面図 S=1:50

はつり　100mm

※鉄筋を露出

させること

既設鉄筋

張出ばり部
Ａ２橋台

一　般　部

足場工は強度計算結果による。

現　況　橋　梁　諸　元

型　式

橋長

桁長

支間

斜角

平面線形

縦断勾配

設計自動車荷重 二等橋(T-14)

上路式2ヒンジアーチ鋼桁橋

33.690m(アーチ支間29.980m)

33.890m

33.950m

1.5%凸型勾配

R=∞(直線)

0.15%勾配

θ=90゜00'00"

4.400m幅員

横断勾配

車道橋

現　況　橋　梁　補　修　履　歴　等

設計当時の示方書(推定)

補修履歴等(主構造関連) 昭和55年3月　荷重制限18t

昭和60年1月　床版打替工,橋面工,

　　　　　　　一部主桁主桁取替施工

鋼道路橋設計示方書案　昭和14年2月

昭和26年3月橋梁本体施工年次

※当初適用示方書は,施工年次からの推定である。

規　格

昭和55年にTL-18まで補強

落　橋　防　止　シ　ス　テ　ム

RCブラケット＋RC壁
変位制限構造

橋軸方向

直角方向 RCブラケット＋RC壁

段差防止構造 鉛直方向 RCブラケット＋RC壁

As

E:クワダイラ1
T:クワダイラセン1 標

看板

水槽

CM

照明

標

As
EP

Co吹付工

貞光川

至 美馬市

県
道
26
0号

線

NO.1

NO.1+13.975 NO.2NO.0+10.000 NO.1+10.000
NO.2+10.000

KBM2

T-1

T-2

NO.0

一
般
国
道
43
8号

空家

空家

車庫

T:カワマタ37

99.90

99.93

99.61

99.54

98.55

支　間

桁　長

橋　長

一般国道438号

車

平　面　図 S=1:100

至　見ノ越 至　貞光

橋

中
心

線

道

歩

橋

中
心

線

道

※洗掘された既設の埋戻しコンクリート
　を再設置する。

Ｒ１馬土 国道４３８号（剣橋）　つ・一宇中野

実施設計図面

橋梁修繕工事（５）

美馬郡つるぎ町一宇中野(剣橋)（第５分割）

※A1橋台前の単管足場については当該工事にて設置･撤去するが、吊足場工については別途工事にて設置・撤去

A1橋台 A2橋台

100 支　間　33690 100

30桁　長　3389030

橋　長　33950

基礎コンクリート充填工
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橋軸方向川幅　W=26500
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仮設工(階段)
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仮設工(単管足場)

延長（橋梁部）L=33.95m
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1700

1500
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幅員1.55m
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1500

4930 70 1700

湿式塗膜剥離剤工用養生ｼｰﾄ工による飛散防止対策工

2
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3
0

2
5
2
0

1200

1200 928

1200

1200

1200

ころばし おやご

足場板(杉材)

足場チェーン

幅員 9.70m
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30
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33890
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100
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側道橋　33000

2
0
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1
7
0
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7
0

90°

10900 5500

100

16400

250

100支間長　32800

基礎コンクリート充填工(A=0.35m2)

仮設工(階段)

1
5
5
0

1000

吊足場工(張出ばり補修)

仮設工(単管足場)

面積　A=327.41m2

幅
員
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延長（橋梁部）L=33.95m
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